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あ

な

た

の

パ

ズ

ル

を

同

窓

会

会

長

松

田

輝

雄

「

杉

二

で

の

喜

び

は

、

何

が

あ

っ

た

の

か

な

あ

」

と

考

え

ま

す

。

校

舎

が

大

き

か

っ

た

こ

と

、

給

食

の

あ

と

廊

下

を

走

っ

て

遊

ん

で

、

背

の

高

い

大

き

な

先

生

に

抑

え

付

け

ら

れ

た

時

の

、

あ

の

二

人

の

仲

間

。

「

算

数

の

宿

題

を

家

に

忘

れ

て

し

ま

っ

た

」

と

言

い

わ

け

し

た

時

、

一

緒

に

居

て

く

れ

た

友

だ

ち

。

そ

れ

が

誰

だ

っ

た

の

か

を

、

ま

る

で

想

い

出

せ

な

い

で

い

ま

す

。

杉

二

の

す

ぐ

下

に

川

が

あ

っ

て

、

神

社

に

行

っ

て

石

の

上

か

ら

飛

び

下

り

て

、

ひ

じ

を

す

り

む

い

た

時

、

水

で

洗

っ

て

く

れ

た

友

。

相

撲

で

ぶ

つ

か

り

合

っ

て

、

互

い

に

泣

き

合

い

な

が

ら

痛

み

我

慢

く

ら

べ

を

し

て

い

た

、

あ

の

友

は

今

ど

こ

に

居

る

ん

だ

ろ

う

。

さ

ま

ざ

ま

な

想

い

出

は

よ

み

が

え

る

も

の

の

、

そ

の

相

手

の

友

達

の

名

前

や

顔

が

は

っ

き

り

し

な

い

の

で

す

。

六

十

年

以

上

、

も

っ

と

前

の

こ

と

だ

か

ら

と

思

う

も

の

の

杉

二

の

同

窓

会

で

、

も

し

か

し

た

ら

そ

の

時

の

友

だ

ち

に

会

え

る

か

と

も

知

れ

な

い

と

期

待

し

て

い

ま

す

。

た

と

え

ば

パ

ズ

ル

の

数

枚

が

ピ

タ

リ

と

合

う

よ

う

な

楽

し

み

に

、

出

会

え

る

か

も

知

れ

な

い

。

同

窓

の

皆

さ

ん

に

も

、

そ

ん

な

エ

ピ

ソ

ー

ド

が

あ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

そ

れ

ぞ

れ

パ

ズ

ル

の

ピ

ー

ス

を

持

ち

合

わ

せ

て

、

集

ま

り

ま

し

ょ

う

よ

。

明

治

十

七

年

二

月

二

十

一

日

校

舎

新

築

成

ル

ヲ

以

テ

本

校

創

立

開

業

ノ

式

ヲ

行

フ

生

徒

弐

拾

壱

名

ニ

シ

テ

慨

子

初

等

科

ナ

リ

一

二

九

年

前

の

成

田

小

学

校

沿

革

誌

。

先

生

は

一

名

で

し

た

。

一

年

に

一

度

は

、

あ

の

時

の

子

ど

も

に

還

れ

る

日

が

あ

る

な

ん

て

ワ

ク

ワ

ク

し

ま

す

ね

。

六

月

九

日

の

「

同

窓

会

」

。

第

二

十

七

回

総

会

概

要

報

告

第

二

十

七

回

杉

二

小

同

窓

会

総

会

を

二

〇

一

二

年

六

月

十

日

(

日

)

、

母

校

体

育

館

で

師

岡

校

長

、

林

副

校

長

、

現

役

教

諭

、

及

び

旧

職

員

の

皆

様

を

お

迎

え

し

、

実

施

致

し

ま

し

た

。

師

岡

校

長

の

講

演

で

現

在

の

杉

二

小

児

童

の

活

動

状

況

を

詳

し

く

紹

介

頂

き

ま

し

た

。

総

会

で

は

藤

井

眞

人

議

長

の

も

と

諸

議

題

の

審

議

及

び

承

認

が

粛

々

と

行

わ

れ

、

役

員

が

左

記

の

よ

う

に

定

期

改

選

さ

れ

ま

し

た

。

総

会

・

懇

親

会

に

は

七

十

余

名

の

同

窓

生

、

現

・

旧

職

員

の

皆

様

が

参

加

、

何

れ

も

盛

況

に

終

え

ま

し

た

。

会

場

準

備

に

ウ

ィ

ン

ド

バ

ン

ド

関

連

の

お

母

様

方

、

若

手

先

生

方

の

ご

協

力

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

平

成

二

十

四

年

度

同

窓

会

活

動

報

告

平

成

二

十

四

年

四

月

二

日

会

計

監

査

四

月

十

四

日

第

一

回

定

期

理

事

会

四

月

二

十

四

日

総

会

資

料

印

刷

作

業

四

月

二

十

八

日

総

会

案

内

状

発

送

作

業

六

月

二

日

総

会

準

備

会

六

月

十

日

第

二

十

七

回

総

会

・

懇

親

会

七

月

七

日

総

会

反

省

会

十

月

二

十

七

日

第

二

回

定

期

理

事

会

十

二

月

八

日

会

員

拡

充

案

内

発

送

平

成

二

十

五

年

二

月

二

十

三

日

第

三

回

定

期

理

事

会

三

月

二

十

二

日

常

任

理

事

会

平

成

二

十

五

年

二

月

一

日

、

開

校

記

念

児

童

集

会

で

稲

束

原

樹

氏

(

昭

二

十

五

卒

)

が

当

時

の

様

子

を

紹

介

し

ま

し

た

。

第２8回同窓会総会開催案内

１．開催日 平成２５年６月９日（日）

２．会 場 杉並第二小学校体育館 （スリッパの用意あり）

３．同窓会進行

-１．開 場 １２時

-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共） １２時２０分～４５分

-３．歌 唱 １３時～４０分

「懐かしい日本の歌」・・・太刀川悦代さん

-４．総 会 １３時４５分～１４時１５分

-５．同窓会文庫寄贈式

-６．懇親会 １４時２０分～１６時

会費 4,000円 （立食形式ですが、テーブル周囲に椅子をご用意）

懇親会会費は当日受付にてお支払いください！

注：総会関連費用は別途単独決算、詳細を次年度総会時に報告

太刀川悦代 さんからひと言

「学芸会でよく独唱したこと、６年生のとき、創立７０周年

で、記念の歌をレコード録音した事が思い出に残って

います。そのレコードに会いたい。

いまになって杉二小で歌えるなんて、夢のよう！」

プロフィール

東京芸術大学声楽科卒業、大学院オペラ専攻科終了。畑中良輔氏に師事。

数多くのオペラ・コンサートに出演。近年日本歌曲に取り組む。少年合唱団

を永年指導。東京音楽大学准教授、二期会会員、東京室内歌劇場会員。

ご一家の皆様もプロの音楽家として多方面にご活躍中。

【

ご

案

内

】

兒

玉

佳

與

子

さ

ん

が

疎

開

時

代

の

思

い

出

を

自

費

出

版

さ

れ

ま

す

。

ご

希

望

の

方

は

同

窓

会

ま

で

ご

連

絡

を

！

　 平成24年6月10日定期改選結果：（）内は卒業年及び担当・・・敬称略

会長 副会長

　 松田輝雄(S27) 　 岩田和保(S21)、高橋清(S23)

理事長 副理事長

　 桐村則子（S34) 　 蕪山美津子(S21)、渡辺愛子（S37：会計）

常任理事

　 稲束原樹(S25)、高村靖夫（S25：会計）、守矢和人(S25)

南秀郎(S27)、藤井眞人（S30：法務）、牛田和宣(S34：名簿)

理事

櫻井英夫(S12)、寺山宜弘（S15)、武井寿男（S18)、清水恵一郎(S21)

　　　眞栄田兼義（S22)、八ッ藤恒夫(S23)、田中幸子(S23)、上原敏子(S24)

　　　坂井幸子(S24)、佐々木新(S24)、近藤正彦(S25)、勝村克子(S26)

　　　塩澤克彦(S26)、木代和民(S29)、西崎泰(S29)、辻毅(S30)

　　　長岡三郎(S32)、高橋恒一(S35)、仲尾美智子(S35)、鎌田栄一(S36)

　　　渡邊圭子(S36)、川畑辰巳(S39)、歌原俊朗(S40)、小島けい子(S40)

佐々木敬昌(S41)、飯森俊善(S49)、粕谷賢(S49)

監事 顧問

眞鍋孝子（S18)、萩野釭一(S34) 本橋保正(S8)

注記：

１．正副理事長・常任理事は会長提案を受け、理事会にて同意決定

２．総会以後のご逝去者・ご辞退者を反映

定期役員改選結果

・杉二小ウィンドバンド演奏

・同伴奏による校歌斉唱

・校長先生講話

・会長総会挨拶

・総会参加同窓生

・校長先生・若手先生方を

交えて

・最(？)若手世代

・中堅(？)世代

・各世代入り乱れ

・会長と同期近傍世代

予 算 額 決 算 額

1,864,034 1,864,034

終身会費 80,000 149,000

寄 付 金 300,000 477,000

182名さまから頂きました

雑 収 入 1,000 26,691

総会剰余金26,408 利息283

小　　計 381,000 652,691

2,245,034 2,516,725

予 算 額 決 算 額

事 業 費 250,000 228,699

会 議 費 30,000 18,561

印 刷 費 30,000 16,396

事務用品費 10,000 1,200

通 信 費 480,000 397,638

雑     費 40,000 31,480

予 備 費 30,000 0

小　　計 870,000 693,974

1,375,034 1,822,751

2,245,034 2,516,725

会報代金40,600　楽器維持費50,000

講演謝礼30,000　図書代金100,000

その他

総会案内 2,250通発167,565  返信用葉

書2200x50 会員拡充用葉書900x50

同郵送代56,825   その他

運動会祝金10,000

郵便局払込手数料21,480

収 入 の 部

収 入 の 部収 入 の 部

収 入 の 部

科         目 摘        要

新卒業生93名、既卒業生56名から

頂きました

科         目

   合       計

次期繰越金

合       計

前期繰越金

支 出 の 部

支 出 の 部支 出 の 部

支 出 の 部

摘        要
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歴

史

の

重

み

を

感

じ

杉

並

第

二

小

学

校

校

長

師

岡

孝

明

日

頃

よ

り

、

本

校

学

校

教

育

に

対

し

て

様

々

支

御

援

を

い

た

だ

き

、

大

変

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

特

に

「

同

窓

会

文

庫

」

に

関

し

て

は

、

毎

年

多

く

の

図

書

を

寄

贈

し

て

い

た

だ

き

、

子

供

た

ち

の

読

書

活

動

を

推

進

し

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

杉

二

小

ウ

イ

ン

ド

バ

ン

ド

に

対

し

て

も

多

く

の

御

支

援

を

い

た

だ

き

、

地

域

の

皆

様

か

ら

も

愛

さ

れ

る

活

動

を

続

け

て

お

り

ま

す

。

二

月

三

日

は

、

御

存

知

の

と

お

り

杉

並

第

二

小

学

校

の

開

校

記

念

日

で

す

。

明

治

十

七

年

に

本

校

は

開

校

し

て

お

り

ま

す

。

従

来

開

校

記

念

日

は

休

業

日

で

し

た

が

、

平

成

二

十

二

年

度

か

ら

は

授

業

日

と

し

、

開

校

記

念

日

に

「

開

校

記

念

集

会

」

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

こ

の

こ

と

は

、

現

在

杉

並

第

二

小

学

校

に

通

学

し

て

い

る

子

供

た

ち

一

人

一

人

に

対

し

て

、

学

校

の

歴

史

を

理

解

し

て

ほ

し

い

と

の

願

い

で

行

っ

て

い

ま

す

。

開

校

記

念

集

会

の

中

で

、

同

窓

会

の

方

に

在

学

当

時

の

様

子

を

子

供

た

ち

に

話

し

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

子

供

た

ち

は

現

在

の

生

活

や

様

子

と

の

違

い

に

驚

き

つ

つ

、

興

味

深

く

毎

年

話

を

聞

い

て

い

ま

す

。

ま

た

、

本

校

の

特

徴

の

一

つ

と

言

っ

て

い

い

か

と

思

い

ま

す

が

、

校

歌

が

四

番

ま

で

あ

り

ま

す

。

私

の

経

験

で

は

、

校

歌

を

四

番

ま

で

も

っ

て

い

る

学

校

は

多

く

あ

り

ま

せ

ん

。

子

供

た

ち

が

普

段

歌

っ

て

い

る

の

は

二

番

ま

で

で

、

な

か

な

か

三

番

四

番

ま

で

歌

う

機

会

が

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

平

成

二

十

三

年

度

の

開

校

記

念

集

会

で

、

初

め

て

全

校

児

童

で

校

歌

を

四

番

ま

で

歌

い

、

平

成

二

十

四

年

度

の

二

学

期

以

降

、

始

業

式

や

卒

業

式

と

い

っ

た

学

校

行

事

の

場

で

、

校

歌

を

四

番

ま

で

歌

う

よ

う

に

し

て

き

ま

し

た

。

今

回

、

こ

の

よ

う

に

校

歌

を

四

番

ま

で

歌

う

こ

と

に

し

ま

し

た

の

で

、

平

成

二

十

四

年

度

の

五

年

生

と

六

年

生

が

共

同

で

、

校

歌

の

歌

詞

を

掘

り

、

体

育

館

に

パ

ネ

ル

と

し

て

掲

示

い

た

し

ま

し

た

。

長

い

歴

史

の

中

で

現

在

に

伝

わ

っ

て

い

る

も

の

を

、

今

後

も

大

切

に

し

て

、

こ

の

杉

並

第

二

小

学

校

に

通

学

し

て

い

る

子

供

た

ち

に

引

き

継

い

で

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

羽

生

光

善

(

昭

五

卒

)

ボ

ツ

ボ

ツ

仕

事

を

し

て

い

ま

す

。

能

面

師

前

田

あ

さ

子

(

昭

六

卒

)

今

年

二

月

で

九

五

才

に

な

り

ま

し

た

。

な

か

な

か

遠

く

へ

は

行

か

れ

ま

せ

ん

が

、

日

々

を

大

切

に

過

し

て

い

ま

す

。

佐

藤

文

夫

(

昭

九

卒

)

九

十

才

を

越

え

目

下

病

院

通

い

で

あ

り

ま

し

て

、

残

念

乍

ら

欠

席

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

戸

谷

信

之

助

(

昭

十

卒

)

卆

寿

を

迎

え

ま

し

た

が

杉

二

小

時

代

の

頃

遊

び

ま

わ

っ

た

せ

い

か

元

気

に

す

ご

し

て

い

ま

す

。

来

年

の

二

月

に

は

東

京

マ

ラ

ソ

ン

に

参

加

す

る

予

定

。

同

窓

会

の

ま

す

ま

す

の

発

展

を

祈

り

ま

す

。

犬

田

章

(

昭

十

一

卒

)

地

元

N

P

O

法

人

の

会

員

と

な

り

、

地

域

住

民

の

諸

活

動

行

事

に

協

力

し

て

い

ま

す

。

同

人

誌

「

黎

明

」

(

隔

月

刊

、

既

刊

六

十

九

号

)

の

会

員

と

な

り

、

経

済

・

社

会

解

説

記

事

を

毎

号

掲

載

中

。

毎

年

同

窓

会

が

近

づ

く

と

昭

和

一

ケ

タ

代

の

善

福

寺

川

辺

風

物

を

懐

か

し

く

憶

い

出

し

ま

す

。

武

井

勇

一

(

昭

十

二

卒

)

妻

と

二

人

暮

し

で

す

。

寝

た

き

り

に

な

ら

な

い

よ

う

、

健

康

に

気

を

付

け

て

生

活

し

て

い

ま

す

。

柴

田

梢

(

昭

十

三

卒

)

元

気

に

過

し

て

お

り

ま

す

。

皆

、

い

い

年

齢

に

な

っ

て

も

未

だ

荻

窪

駅

近

く

で

毎

年

秋

に

ク

ラ

ス

会

を

や

っ

て

い

ま

す

。

珍

し

い

で

し

ょ

う

？

若

々

し

い

友

達

に

互

い

に

元

気

を

も

ら

っ

て

い

ま

す

。

末

綱

京

(

昭

十

四

卒

)

東

京

三

十

年

、

大

阪

五

十

五

年

。

懐

か

し

く

浮

か

ぶ

は

成

宗

の

た

ん

ぼ

、

小

川

、

校

庭

の

八

重

桜

。

元

気

で

謡

っ

て

お

り

ま

す

。

石

川

茂

(

昭

十

五

卒

)

病

院

と

は

縁

が

切

れ

ま

せ

ん

が

、

お

か

げ

様

で

元

気

で

お

り

ま

す

。

四

月

初

め

に

は

杉

二

下

の

桜

を

眺

め

な

が

ら

の

ク

ラ

ス

会

に

出

席

。

な

つ

か

し

い

お

仲

間

と

お

酒

を

汲

み

か

わ

し

、

楽

し

い

一

時

を

味

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

佐

藤

義

郎

(

昭

十

六

卒

)

今

の

と

こ

ろ

何

と

か

元

気

で

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

、

囲

碁

、

詩

吟

等

を

楽

し

み

な

が

ら

暮

し

て

い

ま

す

。

水

上

卓

也

(

昭

十

七

卒

)

杉

並

現

住

所

在

住

七

十

年

、

最

後

ま

で

住

む

で

し

ょ

う

。

同

期

の

友

も

ま

だ

お

り

心

強

い

で

す

。

教

育

関

係

に

お

り

ま

し

た

の

で

、

未

だ

に

声

が

か

か

っ

て

い

ま

す

。

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

。

吉

澤

洋

(

昭

十

八

卒

)

八

十

歳

を

迎

え

、

一

切

公

職

を

辞

し

、

隠

居

生

活

に

入

り

、

一

年

経

ち

ま

し

た

。

趣

味

の

テ

ニ

ス

と

花

の

写

真

撮

影

に

山

里

を

撮

り

歩

い

て

ま

す

。

会

員

短

信

・

・

・

敬

称

略

(

昨

年

第

二

十

七

回

総

会

案

内

へ

の

返

信

よ

り

)

中

井

正

幸

(

昭

十

九

卒

）

生

ま

れ

た

の

も

育

っ

た

の

も

小

中

高

校

へ

通

っ

た

の

も

こ

の

杉

並

の

地

。

杉

丸

に

乗

っ

て

鎌

倉

街

道

を

通

る

と

私

が

在

学

中

の

杉

二

の

校

長

吉

住

作

次

郎

の

表

札

を

つ

け

た

門

柱

が

今

で

も

残

っ

て

い

ま

す

。

今

は

な

き

”

修

養

館

”

で

剣

道

の

稽

古

を

し

た

の

を

想

い

だ

し

ま

す

。

高

浦

民

雄

(

昭

二

十

卒

)

す

っ

か

り

関

西

に

居

着

い

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

春

に

な

る

と

杉

二

校

庭

の

見

事

な

桜

を

思

い

出

し

ま

す

。

先

生

の

顔

と

と

も

に

・

・

・

。

な

ん

と

か

元

気

に

過

し

て

お

り

ま

す

。

兒

玉

佳

與

子

(

昭

二

十

一

卒

）

疎

開

時

代

の

写

真

や

手

紙

が

手

も

と

に

あ

り

、

と

き

ど

き

眺

め

て

い

ま

す

。

亡

く

な

っ

た

友

だ

ち

の

お

さ

な

顔

を

な

つ

か

し

ん

で

見

て

い

ま

す

。

鈴

木

幹

司

(

昭

二

十

二

卒

）

昨

年

末

で

全

て

の

仕

事

か

ら

手

を

引

き

、

目

下

ボ

ケ

マ

チ

で

す

が

若

い

と

き

か

ら

や

っ

て

い

る

山

歩

き

は

つ

づ

け

て

い

ま

す

。

大

山

龍

彦

(

昭

二

十

三

卒

）

山

梨

塩

山

に

転

居

し

て

十

六

年

。

小

さ

な

桃

畠

を

維

持

し

な

が

ら

元

気

に

暮

し

て

い

ま

す

。

松

本

和

夫

(

昭

二

十

四

卒

）

昨

年

よ

り

サ

ッ

カ

ー

観

戦

を

楽

し

ん

で

お

り

ま

す

。

浦

和

レ

ッ

ズ

サ

ポ

ー

タ

ー

と

し

て

埼

玉

二

〇

〇

二

ス

タ

ジ

ア

ム

で

応

援

し

て

お

り

ま

す

。

齋

藤

悦

代

(

昭

二

十

五

卒

）

朝

五

時

起

床

、

家

族

の

朝

食

の

支

度

、

ワ

ン

チ

ャ

ン

の

散

歩

、

家

の

中

の

片

づ

け

、

庭

の

草

取

り

、

さ

わ

や

か

な

風

、

林

の

み

ど

り

、

夜

空

に

広

が

る

星

、

健

康

に

感

謝

し

、

毎

日

を

大

切

に

生

き

る

様

心

が

け

て

い

ま

す

。

蕪

山

佳

子

(

昭

二

十

六

卒

）

古

希

過

ぎ

て

、

体

も

シ

ン

ド

ク

な

り

ま

し

た

が

、

孫

を

み

た

り

好

き

な

コ

ー

ラ

ス

、

フ

ラ

ダ

ン

ス

で

楽

し

ん

で

お

り

ま

す

。

岩

村

和

朗

(

昭

二

十

七

卒

）

七

十

歳

を

過

ぎ

ま

し

た

が

、

絵

本

の

創

作

活

動

、

美

術

館

の

活

動

に

現

役

で

精

を

出

し

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

皆

さ

ま

、

栃

木

の

里

の

「

い

わ

む

ら

か

ず

お

絵

本

の

丘

美

術

館

」

に

遊

び

に

き

て

く

だ

さ

い

。

富

樫

照

子

(

昭

二

十

八

卒

）

二

年

に

一

度

の

ク

ラ

ス

会

と

岩

片

順

子

先

生

の

マ

ン

ド

リ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

に

集

い

ミ

ニ

ク

ラ

ス

会

を

楽

し

ん

で

い

ま

す

。

い

つ

も

お

元

気

な

素

敵

な

先

生

に

パ

ワ

ー

を

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

関

妙

子

（

昭

二

十

九

卒

）

子

供

三

人

、

孫

四

人

、

九

十

五

才

の

実

母

と

妹

(

杉

二

卒

)

が

全

員

十

分

以

内

の

と

こ

ろ

に

居

ま

す

。

七

十

才

で

す

が

、

ま

だ

ま

だ

お

助

け

バ

ー

バ

ー

を

や

っ

て

岡

田

正

孝

(

昭

三

十

卒

）

子

供

三

人

と

も

杉

二

小

、

孫

が

一

年

、

三

代

に

わ

た

り

杉

二

小

に

就

学

で

す

。

校

長

丸

山

、

小

栗

先

生

が

担

任

。

ク

ラ

ス

会

も

続

け

て

い

ま

す

。

安

本

匡

剛

(

昭

三

十

一

卒

）

阿

佐

ヶ

谷

地

域

区

民

セ

ン

タ

ー

協

議

会

委

員

と

し

て

四

年

目

。

祭

り

に

講

演

会

、

音

楽

会

等

行

事

を

企

画

、

実

施

。

地

域

区

民

へ

の

「

ふ

れ

あ

い

と

交

流

」

の

場

を

提

供

し

て

い

ま

す

。

山

木

佳

子

(

昭

三

十

二

卒

）

六

十

八

才

と

な

り

ま

し

た

が

元

気

に

仕

事

を

し

て

お

り

ま

す

。

会

社

も

創

立

三

十

年

を

迎

え

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

中

村

立

雄

(

昭

三

十

三

卒

）

母

校

早

大

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

部

の

指

導

と

東

京

国

体

準

備

で

(

平

二

十

四

・

リ

ハ

ー

サ

ル

国

体

、

平

二

十

五

・

国

体

)

、

何

か

と

忙

し

い

日

常

で

す

。

脇

坂

裕

子

(

昭

三

十

四

卒

）

京

都

に

住

ん

で

長

く

な

り

ま

す

。

杉

二

、

な

つ

か

し

く

思

い

出

し

て

い

ま

す

。

田

ん

ぼ

の

中

の

楽

し

い

学

校

で

し

た

。

榎

本

美

惠

子

(

昭

三

十

五

卒

）

プ

ー

ル

、

ジ

ム

で

体

力

を

き

た

え

て

い

ま

す

。

町

会

の

仕

事

や

孫

の

世

話

や

ゴ

ル

フ

で

忙

し

い

日

々

を

健

康

で

過

し

て

い

ま

す

。

北

川

雅

幸

(

昭

三

十

六

卒

）

ま

だ

ま

だ

現

役

、

と

き

ど

き

山

に

登

り

、

足

腰

を

き

た

え

気

分

を

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

。

健

康

第

一

で

頑

ん

ば

っ

て

い

ま

す

。

中

澤

信

子

(

昭

三

十

七

卒

）

卒

業

し

て

五

十

年

も

た

つ

な

ん

て

時

の

流

れ

の

速

さ

に

驚

く

ば

か

り

で

す

。

元

気

に

孫

守

り

し

て

い

る

毎

日

で

す

。

井

戸

信

子

(

昭

三

十

九

卒

）

テ

ニ

ス

コ

ー

チ

を

し

て

お

り

ま

す

が

、

昨

年

よ

り

杉

並

区

内

の

私

立

小

学

校

で

ア

フ

タ

ー

ス

ク

ー

ル

(

マ

ナ

ー

キ

ッ

ズ

）

と

し

て

テ

ニ

ス

レ

ッ

ス

ン

を

し

て

お

り

ま

す

。

佐

々

木

珠

乃

(

昭

四

十

一

卒

）

息

子

三

人

も

卒

業

生

、

現

在

孫

の

一

人

も

お

世

話

に

な

っ

て

い

ま

す

。

自

分

自

身

の

小

学

校

時

代

を

な

つ

か

し

む

ゆ

と

り

が

な

い

の

が

残

念

で

す

。

尾

関

と

も

よ

(

昭

四

十

二

卒

）

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

ガ

イ

ア

・

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

代

表

と

し

て

日

本

の

森

を

元

気

に

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

、

イ

ン

ド

の

無

電

化

村

に

ソ

ー

ラ

ー

ラ

ン

タ

ン

を

届

け

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

、

東

松

島

で

の

被

災

地

支

援

等

々

。

若

者

達

と

共

に

走

り

回

る

毎

日

で

す

。

本

橋

功

(

昭

五

十

卒

）

五

十

才

に

な

る

今

年

、

三

十

二

年

ぶ

り

の

ク

ラ

ス

会

を

企

画

し

て

お

り

ま

す

。

総

会

案

内

同

封

の

ハ

ガ

キ

に

四

〇

〇

余

名

の

同

窓

生

、

及

び

五

十

五

名

の

教

職

員

の

方

々

か

ら

、

ご

近

況

を

頂

き

ま

し

た

。

紙

面

の

都

合

上

、

同

窓

生

各

学

年

一

名

の

ご

近

況

掲

載

で

す

。

同窓会活動概要紹介

【同窓会創立経緯】

昭和60年(1985年)杉二小創立100周年を機に同窓生及び先生方多数有志で

発足準備、会長金田一春彦氏(大正14年卒)、理事長生出正也氏(昭和10年卒)

体制で昭和61年発足、同年4月に設立総会(第１回総会)が行われました。

爾来、毎年総会を実施し、最近は毎年６月第2日曜日に開催しています。

【同窓会活動】

会員相互の親睦を図り、母校の発展への寄与を目的とし、親睦会・講演会等及び、

その他事業を行います。具体的には各役員が下記事業を計画、実施しています。

１．総会開催 ２．同窓会文庫寄贈 ３．同窓会報発行 ４．会員拡充 ５．他

【運営】

普通会員(杉二小卒業生及び在学経験者)と特別会員(杉二小教職員及び旧職員)

で構成、普通会員は本会入会時に終身会費（千円）を納入頂くことになっています。

本会の運営は終身会費及び寄付金その他の収入により実施されています。

【補足説明】

１．同窓会設立時より会員拡充に努めましたが、ここ何年かは同窓生からの情報

提供待ちの状態が続いています。連絡先が判明した方々には入会・非入会の

打診無しに、総会案内を郵送しています。(約2,100名)

卒業時氏名住所が残っている昭和45年3月卒業以後の同窓生の会員拡充

活動を本年度より順次再開しています。（43・44年を含め約3,100名)

２．昭和61年(1986年)設立時以後は、保護者の賛同が得られた同窓生に卒業時

一括で終身会費を納入(=入会)頂いていますが、当時未成年世代であったこと

から、総会案内郵送対象外とし、現在に至っています。(約2,900名)

３．同窓会ＨＰ簡易版を平成20年(2008年)に立ち上げ、諸情報を提供中です。

<杉二小同窓会ＨＰ> http://members3.jcom.home.ne.jp/sugi2sho-dosokai/


